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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外部電源の第１の電力端子と第２の電力端子との間にＡＣ電圧を出力する前記外部電源
の前記第１の電力端子に接続される単一の入力端子と、
　少なくとも１つの光源を含み、第１の負荷端子と第２の負荷端子とを有する負荷であっ
て、前記第２の負荷端子は前記外部電源の前記第２の電力端子に接続され、前記負荷は前
記第１の負荷端子と前記第２の負荷端子との間で負荷電圧を受け、前記第１の負荷端子と
前記第２の負荷端子との間に負荷電流を流すことができる前記負荷の前記第１の負荷端子
に接続される単一の出力端子とを有し、機械的壁スイッチの代わりに接続される電子コン
トローラであって、
　選択的に、前記電子コントローラが、前記機械的壁スイッチのＯＮに対応するＯＮ状態
にある場合前記負荷に給電し、前記電子コントローラが、前記機械的壁スイッチのＯＦＦ
に対応するＯＦＦ状態にある場合前記負荷を無効化するよう、前記負荷電圧及び前記負荷
電流の少なくとも１つを制御する前記電子コントローラと、
　スイッチに直列に接続されたブリーダ回路を含む直列回路であって、前記電子コントロ
ーラの前記出力端子に直接接続される第１の端子と、前記外部電源の前記第２の電力端子
に直接接続される第２の端子とを有する前記直列回路と、前記スイッチを制御するスイッ
チコントロール装置とを含む分流器デバイスと、
を含むシステムであって、
　前記スイッチコントロール装置は、前記電子コントローラが、前記機械的壁スイッチの
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ＯＦＦに対応するＯＦＦ状態にあって前記負荷がパワーオフの場合、前記電子コントロー
ラの前記出力端子と前記外部電源の前記第２の電力端子との間に前記ブリーダ回路を接続
して、前記電子コントローラの前記出力端子と前記外部電源の前記第２の電力端子との間
に電流経路を提供し、
　前記スイッチコントロール装置は、更に、前記電子コントローラが、前記機械的壁スイ
ッチのＯＮに対応するＯＮ状態にあって前記負荷がパワーオンの場合、前記電子コントロ
ーラの前記出力端子と前記外部電源の前記第２の電力端子との間で前記ブリーダ回路を切
断する、システム。
【請求項２】
　前記スイッチコントロール装置は、
　前記第１の負荷端子と前記第２の負荷端子との間に接続される電圧測定デバイスを含み
、前記電圧測定デバイスは、前記負荷電圧を測定し、前記電子コントローラがＯＦＦ状態
にある間に測定された前記負荷電圧が閾値電圧より低い場合、前記スイッチを閉じて、前
記電子コントローラの前記出力端子と前記外部電源の前記第２の電力端子との間に前記ブ
リーダ回路を接続し、前記電子コントローラの前記出力端子と前記外部電源の前記第２の
電力端子との間に前記電流経路を提供し、前記電子コントローラがＯＮ状態にある間に前
記測定された負荷電圧が前記閾値電圧を超える場合、前記スイッチを制御して開かせ、前
記電子コントローラの前記出力端子と前記外部電源の前記第２の電力端子との間で前記ブ
リーダ回路を切断する、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記スイッチコントロール装置は、
　前記負荷電流を測定する電流測定デバイスを含み、前記電流測定デバイスは、測定され
た前記負荷電流が閾値電流より低い場合、前記スイッチを閉じて、前記電子コントローラ
の前記出力端子と前記外部電源の前記第２の電力端子との間に前記ブリーダ回路を接続し
、前記電子コントローラの前記出力端子と前記外部電源の前記第２の電力端子との間に前
記電流経路を提供し、前記測定された負荷電流が前記閾値電流を超える場合、前記スイッ
チを制御して開かせ、前記電子コントローラの前記出力端子と前記外部電源の前記第２の
電力端子との間で前記ブリーダ回路を切断する、請求項１に記載のシステム。
【請求項４】
　前記電流測定デバイスは、前記電子コントローラの前記出力端子と前記第１の負荷端子
との間に接続される、請求項３に記載のシステム。
【請求項５】
　前記電流測定デバイスは、前記第２の負荷端子と前記外部電源の前記第２の電力端子と
の間に接続される、請求項３に記載のシステム。
【請求項６】
　前記電子コントローラは、前記負荷に供給される電力の量を調整するための調光回路を
含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項７】
　前記電子コントローラは、無線信号を受信する無線受信機を含み、前記無線信号に応じ
て前記負荷に供給される電力の量を制御する、請求項１に記載のシステム。
【請求項８】
　前記外部電源の前記第２の電力端子は前記負荷に直接接続される、請求項１に記載のシ
ステム。
【請求項９】
　前記外部電源の前記第２の電力端子は、前記スイッチコントロール装置を介して前記負
荷に接続される、請求項１に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記電子コントローラは、前記第２の電力端子への接続が供給されていない位置で建物
内に取り付けられ、前記分流器デバイスは、前記電子コントローラから分離されて少なく
とも１フィート離れている、請求項１に記載のシステム。
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【請求項１１】
　前記電子コントローラが前記ＯＦＦ状態から前記ＯＮ状態に移行するとき、前記スイッ
チコントロール装置は、少なくとも１００ｍｓの遅延の後、前記電子コントローラの前記
出力端子と前記外部電源の前記第２の電力端子との間で前記ブリーダ回路を切断する、請
求項１に記載のシステム。
【請求項１２】
　外部電源の第１の電力端子と第２の電力端子との間でＡＣ電圧を出力する前記外部電源
から、第１及び第２の負荷端子を有する負荷であって、前記第１の負荷端子と前記第２の
負荷端子との間で負荷電圧を受け、前記第１の負荷端子と前記第２の負荷端子との間に負
荷電流を流すことができる前記負荷に電力を供給する方法であって、
　スイッチに直列に接続されたブリーダ回路を含み、選択的に前記負荷に給電及び前記負
荷を無効化するよう前記負荷電圧及び前記負荷電流のうちの少なくとも１つを制御し、機
械的壁スイッチの代わりに接続される電子コントローラの出力端子に直接接続される第１
の端子と、前記外部電源の前記第２の電力端子に直接接続される第２の端子とを有する直
列回路を提供するステップと、
　前記電子コントローラが、前記機械的壁スイッチのＯＦＦに対応するＯＦＦ状態にあっ
て前記負荷がパワーオフの場合、前記電子コントローラの前記出力端子と前記外部電源の
前記第２の電力端子との間に前記ブリーダ回路を接続するように前記スイッチを操作し、
前記ブリーダ回路が前記電子コントローラの前記出力端子と前記外部電源の前記第２の電
力端子との間に電流経路を提供するステップと、
　前記電子コントローラが、前記機械的壁スイッチのＯＮに対応するＯＮ状態にあって前
記負荷がパワーオンの場合、前記電子コントローラの前記出力端子と前記外部電源の前記
第２の電力端子との間で前記ブリーダ回路を切断するように前記スイッチを操作するステ
ップと
を含む、方法。
【請求項１３】
　前記負荷電圧を測定するステップと、
　測定された前記負荷電圧を閾値電圧と比較するステップと、
　前記測定された負荷電圧が前記閾値電圧より低い場合、前記電子コントローラの前記出
力端子と前記外部電源の前記第２の電力端子との間に前記ブリーダ回路を接続するステッ
プと、
　前記測定された負荷電圧が前記閾値電圧を超える場合、前記電子コントローラの前記出
力端子と前記外部電源の前記第２の電力端子との間で前記ブリーダ回路を切断するステッ
プと
を更に含む、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記負荷電流を測定するステップと、
　測定された前記負荷電流を閾値電流と比較するステップと、
　前記測定された電流が前記閾値電流より低い場合、前記電子コントローラの前記出力端
子と前記外部電源の前記第２の電力端子との間に前記ブリーダ回路を接続するステップと
、
　前記測定された電流が前記閾値電流を超える場合、前記電子コントローラの前記出力端
子と前記外部電源の前記第２の電力端子との間で前記ブリーダ回路を切断するステップと
を更に含む、請求項１２に記載の方法。
【請求項１５】
　前記電子コントローラは、前記第２の電力端子への接続が供給されていない位置で建物
内に取り付けられ、前記ブリーダ回路は、前記電子コントローラから分離されて少なくと
も１フィート離れている、請求項１２に記載の方法。
【請求項１６】
　前記電子コントローラがＯＮ状態にあるとき、前記電子コントローラの前記出力端子と
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前記外部電源の前記第２の電力端子との間で前記ブリーダ回路を切断する前記ステップは
、前記電子コントローラが前記ＯＦＦ状態から前記ＯＮ状態に移行するとき、１００ｍｓ
の遅延の後、前記電子コントローラの前記出力端子と前記外部電源の前記第２の電力端子
との間で前記ブリーダ回路を切断するステップを含む、請求項１２に記載の方法。
【請求項１７】
　外部電源の第１の電力端子と第２の電力端子との間でＡＣ電圧を出力する前記外部電源
の前記第１の電力端子に接続される単一の入力端子を有し、機械的壁スイッチの代わりに
接続される電子コントローラの出力端子に接続されるデバイスであって、
　スイッチに直列に接続されたブリーダ回路を含む直列回路であって、前記電子コントロ
ーラの前記出力端子に直接接続される第１の端子と、前記外部電源の前記第２の電力端子
に直接接続される第２の端子とを有する前記直列回路と、
　前記電子コントローラが負荷に給電しているか又は前記負荷を無効化しているかを検出
し、前記スイッチを制御するスイッチコントロール装置と
を含み、
　前記スイッチコントロール装置は、前記電子コントローラが、前記機械的壁スイッチの
ＯＦＦに対応するＯＦＦ状態にあって前記負荷がパワーオフの場合、前記電子コントロー
ラの前記出力端子と前記外部電源の前記第２の電力端子との間に前記ブリーダ回路を接続
して、前記ブリーダ回路は、前記電子コントローラの前記出力端子と前記外部電源の前記
第２の電力端子との間に電流経路を提供し、
　前記スイッチコントロール装置は、前記電子コントローラが、前記機械的壁スイッチの
ＯＮに対応するＯＮ状態にあって前記負荷がパワーオンの場合、前記電子コントローラの
前記出力端子と前記外部電源の前記第２の電力端子との間で前記ブリーダ回路を切断する
、デバイス。
【請求項１８】
　前記スイッチコントロール装置は、
　前記負荷の第１の負荷端子と第２の負荷端子との間に接続される電圧測定デバイスを含
み、前記電圧測定デバイスは、負荷電圧を測定し、測定された前記負荷電圧が閾値電圧よ
り低い場合、前記スイッチを閉じて、前記電子コントローラの前記出力端子と前記外部電
源の前記第２の電力端子との間に前記ブリーダ回路を接続して、前記電子コントローラの
前記出力端子と前記外部電源の前記第２の電力端子との間に前記電流経路を提供し、前記
測定された負荷電圧が前記閾値電圧を超える場合、前記スイッチを制御して開かせ、前記
電子コントローラの前記出力端子と前記外部電源の前記第２の電力端子との間で前記ブリ
ーダ回路を切断する、請求項１７に記載のデバイス。
【請求項１９】
　前記スイッチコントロール装置は、
　負荷電流を測定するために接続された電流測定デバイスを含み、前記電流測定デバイス
は、測定された前記負荷電流が閾値電流より低い場合、前記スイッチを閉じて、前記電子
コントローラの前記出力端子と前記外部電源の前記第２の電力端子との間に前記ブリーダ
回路を接続して、前記電子コントローラの前記出力端子と前記外部電源の前記第２の電力
端子との間に前記電流経路を提供し、前記測定された負荷電流が前記閾値電流を超える場
合、前記スイッチを制御して開かせ、前記電子コントローラの前記出力端子と前記外部電
源の前記第２の電力端子との間で前記ブリーダ回路を切断する、請求項１７に記載のデバ
イス。
【請求項２０】
　前記スイッチコントロール装置は、前記外部電源の前記第２の電力端子を前記負荷に接
続させる、請求項１７に記載のデバイス。
【請求項２１】
　前記ブリーダ回路は抵抗器からなる、請求項１７に記載のデバイス。
【請求項２２】
　前記電子コントローラは、前記第２の電力端子への接続が供給されていない位置で建物
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内に取り付けられ、前記ブリーダ回路は、前記電子コントローラから分離されて少なくと
も１フィート離れている、請求項１７に記載のデバイス。
【請求項２３】
　前記電子コントローラが前記ＯＦＦ状態から前記ＯＮ状態に移行するとき、前記スイッ
チコントロール装置は、１００ｍｓの遅延の後、前記電子コントローラの前記出力端子と
前記外部電源の前記第２の電力端子との間で前記ブリーダ回路を切断する、請求項１７に
記載のデバイス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　［０００１］本発明は、概して中性線を使用しない照明制御システムを対象とし、より
具体的には、負荷がＯＦＦにされたとき、コントロールに電力フローを供給するために分
流器デバイスを使用するかかる照明制御システムを対象とする。
【背景技術】
【０００２】
　［０００２］多くの従来の照明システムにおいて、照明ユニットを含む負荷とＡＣ商用
電源から電力を運ぶ「ホット」ワイヤーとの間で電気的接続を結ぶ又は切断することによ
り照明ユニットをＯＮ又はＯＦＦする機械的壁スイッチが用いられている。したがって、
機械的壁スイッチは照明ユニットをＯＮ及びＯＦＦするためにＡＣ商用電源からの中性線
への接続を必要とせず、ＡＣ商用電源から電力を運ぶ「ホット」ワイヤーに接続される入
力端子と、スイッチが照明ユニットをＯＮする場合に負荷にこの電力を供給するための出
力端子とを有すればよい（安全上の理由のために、機械壁スイッチは更に、壁スイッチ又
は負荷に電力を一切供給せず、アースに接続されるアース線を有してもよい）。このため
、多くの既存の建物において、ＡＣ商用電源からの中性線はジャンクションボックス又は
機械的壁スイッチが設けられている他の位置に供給されておらず、「ホット」ワイヤー及
び負荷への電線のみがこの位置に供給されている（同様に、安全上の理由のためにスイッ
チ又は負荷に電力を一切供給しないアース線が更に供給され、アースに接続されてもよい
）。
【０００３】
　［０００３］ここで、負荷は１つ以上の照明ユニットを含み得り、各照明ユニットは照
明ドライバと１つ以上の光源、例えば白熱灯、蛍光灯（小型蛍光電球等）、１つ以上の発
光ダイオード（ＬＥＤ）等とを含み得る。負荷は更にバラスト（安定器）を含んでも含ま
なくてもよい。
【０００４】
　［０００４］知的照明システムの需要と共にエネルギー節約への要求が厳しくなるにつ
れ、住居及び商用設備において、電子的スイッチング及び調光能力を使用する電子コント
ローラが単純な機械的壁スイッチに代わり配置されることが益々増えている。このような
電子コントローラの動作は機械的壁スイッチのそれと似ているが、照明コントローラ内部
の電子回路により、電子コントローラは例えばリレーのＯＮ又はＯＦＦスイッチング、調
光、無線通信等の追加機能を実行できる。したがって、単純な機械的壁スイッチとは異な
り、電子照明コントローラは適正な動作のためにいくらかのエネルギーを必要とする。
【０００５】
　［０００５］しかし、負荷の手前に機械的壁スイッチに代わり電子コントローラが接続
される場合、電子コントローラの最大利用可能電力は電子コントローラに直列な負荷のリ
ーク電流及び特性によって決定される。特定の場合、例えば、リーク電流が非常に少ない
調光バラストを含む場合、負荷がＯＦＦのとき、電子スイッチの適正な動作を保つために
十分なリーク電流が電子コントローラを流れない。結果として、照明システムが適正に動
作しないおそれがある。
【０００６】
　［０００６］図１は、この問題を示す従来の照明制御システム１００の配線図である。
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照明制御システム１００は負荷１２０及び電子コントローラ１３０を含む。
【０００７】
　［０００７］負荷１２０は、１つ以上の照明ユニット及び／又は（例えば、室内ファン
用の）モータを含み得る。照明ユニットはそれぞれ、照明ドライバ、及び、白熱灯、蛍光
灯（小型蛍光電球等）、１つ以上の発光ダイオード（ＬＥＤ）等の１つ以上の光源を含み
得る。負荷１２０は更に、バラストを含んでも含まなくてもよい。負荷１２０は、第１の
負荷端子及び第２の負荷端子を有し、第１の負荷端子と第２の負荷端子との間で負荷電圧
を受けるよう構成され、更に第１の負荷端子と第２の負荷端子との間で負荷電流が流れる
よう構成される。
【０００８】
　［０００８］電子コントローラ１３０は、第１の電力端子１１０と第２の電力端子（例
えばＮ（中性）端子）１１２との間でＡＣ電圧を出力する外部電源１０５（例えば、ＡＣ
商用電源）の第１の電力端子１１０に電線（例えば、黒線）を介して接続される単一の入
力端子を有する。また、コントローラ１３０にも負荷１２０にも一切電力を供給しない、
アースに接続されたアース線（例えば、緑線）１１４が示されている。電子コントローラ
１３０は更に、電線（例えば、赤線）によって負荷１２０の第１の負荷端子に接続される
単一の出力端子を有する。負荷１２０の第２の負荷端子は、電線（例えば、白線であり得
る中性線）によって外部電源１０５のＮ端子１１２に接続されている。
【０００９】
　［０００９］負荷１２０に給電するよう電子コントローラ１３０がＯＮ状態にある場合
、負荷１２０はその負荷電圧として、外部電源１０５から供給される入力電圧の１００％
を受けることができる。負荷１２０を無効にするよう電子コントローラ１３０がＯＦＦ状
態にある場合、負荷１２０にかかる電圧はゼロになる。
【００１０】
　［００１０］しかし、電子コントローラ１３０は動作するために電力を要する電気デバ
イスなので、状況は複雑になり得る。電子コントローラ１３０がＯＮ状態にあり、負荷１
２０にかかる負荷電圧が外部電源１０５から供給される入力電圧の１００％の場合、電子
コントローラ１３０にかかる電圧は０になり、電子コントローラ１３０は長い間ＯＮ状態
を保つことができない。一方、電子コントローラ１３０がＯＦＦ状態にある場合、負荷１
２０には負荷電圧がかからず、負荷１２０を電流が流れない。しかし、これは電子コント
ローラ１３０を流れる電流も存在しない又は非常に少ないことを意味するので、より多く
のエネルギーを要する場合、電子コントローラ１３０はＯＦＦ状態を保つこともできない
。
【００１１】
　［００１１］これらの問題を解決するために、一部の電子コントローラは自身がＯＮ状
態及びＯＦＦ状態にある時間隔を調節するよう設計されている。電子コントローラがＯＮ
状態にある場合、電子コントローラは短時間ＯＦＦ状態に切り替わり（例えば、各１０ｍ
ｓＯＮ期間あたり２ｍｓ間ＯＦＦ）、この時間隔中に電子コントローラは外部電源１０５
から供給される入力電圧の１００％を受けて、自身に給電できる。一方、電子コントロー
ラがＯＦＦ状態にある場合、電子コントローラは負荷を流れる少量のリーク電流を維持し
、かかるリーク電流によって電子コントローラはやはり自身に給電できる。
【００１２】
　［００１２］しかし、技術の発達、及び照明制御に求められる無線通信等の特徴が益々
増えるに伴い、電子コントローラの電力消費は著しく増加し、負荷自身の本来的なリーク
電流は、ＯＦＦ状態のときに電子コントローラに給電するのに十分ではない。
【００１３】
　［００１３］図２は、この問題の解決を試みるために提供された他の照明制御システム
２００の配線図である。負荷１２０の負荷端子間に接続された外部コンデンサ２１０を照
明制御システム２００が含む点を除き、照明制御システム２００は照明制御システム１０
０と同一である。電子コントローラがＯＮ状態にあろうとＯＦＦ状態にあろうと、外部コ
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ンデンサ２１０は電子コントローラ１３０のためのリーク電流経路を提供できる。コンデ
ンサが大きければ大きいほど、多くの電流及び電力を消費する動作（例えば、無線制御信
号の受信）をサポートするために電子コントローラ１３０に多くのリーク電流を送ること
ができる。
【００１４】
　［００１４］しかし、電子コントローラ１３０が先端調光器とも知られるＴＲＩＡＣベ
ースデバイスを含む場合、外部コンデンサ２１０は各サイクルの膨大な突入電流という点
で、ＴＲＩＡＣに致命的な損傷を生じさせる。また、外部コンデンサ２１０は負荷側にお
いて電圧及び電流の位相をシフトさせ、調光動作の位相カットを制御不能にする。
【００１５】
　［００１５］したがって、コントローラがＯＦＦ状態にあり、コントローラによって給
電される負荷を無効化しているときにコントローラに必要なリーク電流を供給できる照明
制御システムを提供することが望ましい。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１６】
　［００１６］本開示は、コントローラがＯＦＦ状態にあり、コントローラによって給電
される負荷を無効化しているときにコントローラに必要なリーク電流を供給するための発
明的な方法及び装置を対象とする。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　［００１７］一般的に、一側面において、システムは電子コントローラと分流器デバイ
スとを含む。電子コントローラは、外部電源の第１の電力端子と第２の電力端子との間に
ＡＣ電圧を出力する外部電源の前記第１の電力端子に接続される単一の入力端子と、少な
くとも１つの光源を含み、第１の負荷端子と第２の負荷端子とを有する負荷であって、前
記第２の負荷端子は前記外部電源の前記第２の電力端子に接続され、前記負荷は前記第１
の負荷端子と前記第２の負荷端子との間で負荷電圧を受け、前記第１の負荷端子と前記第
２の負荷端子との間に負荷電流を流すことができる前記負荷の前記第１の負荷端子に接続
される単一の出力端子とを有し、選択的に前記負荷に給電及び前記負荷を無効化するよう
、前記負荷電圧及び前記負荷電流の少なくとも１つを制御するよう構成される。分流器デ
バイスは、ブリーダ回路と、前記電子コントローラの前記出力端子と前記外部電源の前記
第２の電力端子との間に前記ブリーダ回路を選択的に接続するスイッチング装置とを含む
分流器デバイスとを含む。前記電子コントローラがＯＦＦ状態にある場合、前記スイッチ
ング装置は前記電子コントローラの前記出力端子と前記外部電源の前記第２の電力端子と
の間に前記ブリーダ回路を接続して、前記電子コントローラの前記出力端子と前記外部電
源の前記第２の電力端子との間に電流経路を提供するよう構成される。前記電子コントロ
ーラがＯＮ状態にある場合、前記スイッチング装置は前記電子コントローラの前記出力端
子と前記外部電源の前記第２の電力端子との間で前記ブリーダ回路を切断するよう構成さ
れる。
【００１８】
　［００１８］一実施形態では、スイッチング装置は、ブリーダ回路に直列なスイッチと
、第１の負荷端子と第２の負荷端子との間に接続される電圧測定デバイスであって、負荷
電圧を測定し、コントローラがＯＦＦ状態にある間に測定された負荷電圧が第１の閾値電
圧より低い場合、スイッチを閉じて、コントローラの出力端子と外部電源の第２の電力端
子との間にブリーダ回路を接続し、コントローラの出力端子と外部電源の第２の電力端子
との間に電流経路を提供し、コントローラがＯＮ状態にある間に測定された負荷電圧が閾
値電圧を超える場合、スイッチを制御して開かせ、電子コントローラの出力端子と外部電
源の第２の電力端子との間でブリーダ回路を切断する、電圧測定デバイスとを含む。
【００１９】
　［００１９］他の実施形態では、スイッチング装置は、ブリーダ回路に直列なスイッチ



(8) JP 6479477 B2 2019.3.6

10

20

30

40

50

と、負荷電流を測定する電流測定デバイスであって、測定された負荷電流が閾値電流より
低い場合、スイッチを閉じて、コントローラの出力端子と外部電源の第２の電力端子との
間にブリーダ回路を接続し、コントローラの出力端子と外部電源の第２の電力端子との間
に電流経路を提供し、測定された負荷電流が閾値電流を超える場合、スイッチを制御して
開かせ、電子コントローラの出力端子と外部電源の第２の電力端子との間でブリーダ回路
を切断する、電流測定デバイスとを含む。
【００２０】
　［００２０］本実施形態の任意の一特徴によれば、電流測定デバイスは、電子コントロ
ーラの出力端子と第１の負荷端子との間に接続される。
【００２１】
　［００２１］本実施形態の任意の他の特徴によれば、電流測定デバイスは、第２の負荷
端子と外部電源の第２の電力端子との間に接続される。
【００２２】
　［００２２］他の実施形態によれば、電子コントローラは、負荷に供給される電力の量
を調整するための調光回路を含む。
【００２３】
　［００２３］他の実施形態によれば、電子コントローラは、無線信号を受信する無線受
信機を含み、無線信号に応じて負荷に供給される電力の量を制御する。
【００２４】
　［００２４］他の実施形態によれば、外部電源の第２の電力端子は負荷に直接接続され
る。　
【００２５】
　［００２５］他の実施形態によれば、外部電源の第２の電力端子は、スイッチング装置
を介して負荷に接続される。
【００２６】
　［００２６］他の実施形態によれば、コントローラは、建物内の、第２の電力端子への
接続が供給されていない位置に取り付けられ、分流器は、コントローラから分離され、少
なくとも１フィート離れている。
【００２７】
　［００２７］他の実施形態によれば、電子コントローラがＯＦＦ状態からＯＮ状態に移
行するとき、スイッチング装置は、少なくとも１００ｍｓの遅延の後、電子コントローラ
の出力端子と外部電源の第２の電力端子との間でブリーダ回路を切断する。
【００２８】
　［００２８］一般的に、他の側面において、外部電源の第１の電力端子と第２の電力端
子との間でＡＣ電圧を出力する外部電源から、第１及び第２の負荷端子を有する負荷であ
って、第１の負荷端子と第２の負荷端子との間で負荷電圧を受け、第１の負荷端子と第２
の負荷端子との間に電流を流すことができる負荷に電力を供給するための方法が提供され
る。方法は、選択的に負荷に給電及び負荷を無効化するよう負荷電圧及び負荷電流のうち
の少なくとも１つを制御するコントローラに対して、コントローラがＯＦＦ状態にある場
合、コントローラの出力端子と外部電源の第２の電力端子との間にブリーダ回路を接続す
るステップであって、ブリーダ回路はコントローラの出力端子と外部電源の第２の電力端
子との間に電流経路を提供するステップと、コントローラがＯＮ状態にある場合、コント
ローラの出力端子と外部電源の第２の電力端子との間でブリーダ回路を切断するステップ
とを含む。
【００２９】
　［００２９］一実施形態では、方法は、負荷電圧を測定するステップと、測定された負
荷電圧を閾値電圧と比較するステップと、測定された負荷電圧が閾値電圧より低い場合、
コントローラの出力端子と外部電源の第２の電力端子との間にブリーダ回路を接続するス
テップと、測定された負荷電圧が閾値電圧を超える場合、コントローラの出力端子と外部
電源の第２の電力端子との間でブリーダ回路を切断するステップとを更に含む。



(9) JP 6479477 B2 2019.3.6

10

20

30

40

50

【００３０】
　［００３０］他の実施形態によれば、方法は、負荷電流を測定するステップと、測定さ
れた負荷電流を閾値電流と比較するステップと、測定された電流が閾値電流より低い場合
、コントローラの出力端子と外部電源の第２の電力端子との間にブリーダ回路を接続する
ステップと、測定された電流が閾値電流を超える場合、コントローラの出力端子と外部電
源の第２の電力端子との間でブリーダ回路を切断するステップとを更に含む。
【００３１】
　［００３１］他の実施形態によれば、コントローラは、建物内の、第２の電力端子への
接続が供給されていない位置に取り付けられ、分流器は、コントローラから分離され、少
なくとも１フィート離れている。
【００３２】
　［００３２］他の実施形態によれば、コントローラがＯＮ状態にあるとき、コントロー
ラの出力端子と外部電源の第２の電力端子との間でブリーダ回路を切断するステップは、
コントローラがＯＦＦ状態からＯＮ状態に移行するとき、１００ｍｓの遅延の後、コント
ローラの出力端子と外部電源の第２の電力端子との間でブリーダ回路を切断するステップ
を含む。
【００３３】
　［００３３］一般的に、他の側面において、外部電源の第１の電力端子と第２の電力端
子との間でＡＣ電圧を出力する外部電源の第１の電力端子に接続される単一の入力端子を
有するコントローラの出力端子に接続されるようデバイスが構成される。デバイスは、ブ
リーダ回路と、コントローラが負荷に給電しているか又は負荷を無効化しているかを検出
するスイッチング装置とを含む。スイッチング装置は、コントローラがＯＦＦ状態にある
とき、コントローラの出力端子と外部電源の第２の電力端子との間にブリーダ回路を接続
し、ブリーダ回路は、コントローラの出力端子と外部電源の第２の電力端子との間に電流
経路を提供するよう構成される。スイッチング装置は、コントローラがＯＮ状態にあると
き、コントローラの出力端子と外部電源の第２の電力端子との間でブリーダ回路を切断す
るよう更に構成される。
【００３４】
　［００３４］一実施形態によれば、スイッチング装置は、ブリーダ回路に直列なスイッ
チと、負荷の第１の負荷端子と第２の負荷端子との間に接続される電圧測定デバイスであ
って、負荷電圧を測定し、測定された負荷電圧が閾値電圧より低い場合、スイッチを閉じ
て、コントローラの出力端子と外部電源の第２の電力端子との間にブリーダ回路を接続し
、コントローラの出力端子と外部電源の第２の電力端子との間に電流経路を提供し、測定
された負荷電圧が閾値電圧を超える場合、スイッチを制御して開かせ、電子コントローラ
の出力端子と外部電源の第２の電力端子との間でブリーダ回路を切断する、電圧測定デバ
イスとを含む。
【００３５】
　［００３５］他の実施形態によれば、スイッチング装置は、ブリーダ回路に直列なスイ
ッチと、負荷電流を測定する電流測定デバイスであって、測定された負荷電流が閾値電流
より低い場合、スイッチを閉じて、コントローラの出力端子と外部電源の第２の電力端子
との間にブリーダ回路を接続し、コントローラの出力端子と外部電源の第２の電力端子と
の間に電流経路を提供し、測定された負荷電流が閾値電流を超える場合、スイッチを制御
して開かせ、電子コントローラの出力端子と外部電源の第２の電力端子との間でブリーダ
回路を切断する、電流測定デバイスとを含む。
【００３６】
　［００３６］他の実施形態によれば、スイッチング装置は、外部電源の第２の電力端子
を負荷に接続させるよう構成される。
【００３７】
　［００３７］他の実施形態によれば、コントローラは、建物内の、第２の電力端子への
接続が供給されていない位置に取り付けられ、分流器は、コントローラから分離され、少
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なくとも１フィート離れている。
【００３８】
　［００３８］他の実施形態によれば、コントローラがＯＦＦ状態からＯＮ状態に移行す
るとき、スイッチング装置は、１００ｍｓの遅延の後、コントローラの出力端子と外部電
源の第２の電力端子との間でブリーダ回路を切断する。
【００３９】
　［００３９］本開示の目的で本明細書において使用される場合、「ＬＥＤ」との用語は
、任意のエレクトロルミネセンスダイオード、又は、電気信号に呼応して放射を発生でき
る、その他のタイプのキャリア注入／接合ベースシステム（carrier　injection／juncti
on-based　system）を含むものと理解すべきである。したがって、ＬＥＤとの用語は、次
に限定されないが、電流に呼応して発光する様々な半導体ベースの構造体、発光ポリマー
、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）、エレクトロルミネセンスストリップ等を含む。特に
、ＬＥＤとの用語は、赤外スペクトル、紫外スペクトル、及び（通常、約４００ナノメー
トルから約７００ナノメートルまでの放射波長を含む）可視スペクトルの様々な部分のう
ちの１つ又は複数における放射を発生させることができるすべてのタイプの発光ダイオー
ド（半導体及び有機発光ダイオードを含む）を指す。ＬＥＤの幾つかの例としては、次に
限定されないが、様々なタイプの赤外線ＬＥＤ、紫外線ＬＥＤ、赤色ＬＥＤ、青色ＬＥＤ
、緑色ＬＥＤ、黄色ＬＥＤ、アンバー色ＬＥＤ、橙色ＬＥＤ、及び白色ＬＥＤ（以下に詳
しく述べる）がある。また、ＬＥＤは、所与のスペクトルに対して様々な帯域幅（例えば
半波高全幅値（ＦＷＨＭ：full widths at half maximum））（例えば狭帯域幅、広帯域
幅）、及び所与の一般的な色分類内で様々な支配的波長を有する放射を発生させるように
構成及び／又は制御することができることを理解すべきである。
【００４０】
　［００４０］例えば本質的に白色光を生成するＬＥＤ（例えば白色ＬＥＤ）の一実施態
様は、それぞれ、組み合わされることで混合して本質的に白色光を形成する様々なスペク
トルのエレクトロルミネセンスを放射する複数のダイを含む。別の実施態様では、白色光
ＬＥＤは、第１のスペクトルを有するエレクトロルミネセンスを異なる第２のスペクトル
に変換する蛍光体材料に関連付けられる。この実施態様の一例では、比較的短波長で狭帯
域幅スペクトルを有するエレクトロルミネセンスが、蛍光体材料を「ポンピング（pumps
）」して、当該蛍光体材料は、いくぶん広いスペクトルを有する長波長放射を放射する。
【００４１】
　［００４１］なお、ＬＥＤとの用語は、ＬＥＤの物理的及び／又は電気的なパッケージ
タイプを限定しないことを理解すべきである。例えば、上述した通り、ＬＥＤは、（例え
ば個々に制御可能であるか又は制御不能である）それぞれが異なるスペクトルの放射を放
射する複数のダイを有する単一の発光デバイスを指すこともある。また、ＬＥＤは、ＬＥ
Ｄ（例えばあるタイプの白色ＬＥＤ）の一体部分と見なされる蛍光体に関連付けられるこ
ともある。一般に、ＬＥＤとの用語は、パッケージＬＥＤ、非パッケージＬＥＤ、表面実
装ＬＥＤ、チップ・オン・ボードＬＥＤ、ＴパッケージマウントＬＥＤ、ラジアルパッケ
ージＬＥＤ、パワーパッケージＬＥＤ、あるタイプのケーシング及び／又は光学的要素（
例えば拡散レンズ）を含むＬＥＤ等を指す。
【００４２】
　［００４２］「光源」との用語は、次に限定されないが、ＬＥＤベース光源（上記に定
義した１つ以上のＬＥＤを含む）、白熱光源（例えばフィラメント電灯、ハロゲン電灯）
、蛍光光源、りん光性光源、高輝度放電光源（例えばナトリウム蒸気ランプ、水銀蒸気ラ
ンプ及びメタルハライドランプ）、レーザー、その他のタイプのエレクトロルミネセンス
源、パイロルミネセンス源（例えば火炎）、キャンドルルミネセンス源（例えばガスマン
トル光源、カーボンアーク放射光源）、フォトルミネセンス源（例えばガス状放電光源）
、電子飽和（electronic satiation）を使用する陰極発光源（cathode luminescent sour
ce）、ガルバノルミネセンス源、結晶発光（crystallo-luminescent）源、キネルミネセ
ンス（kine-luminescent）源、熱ルミネセンス源、摩擦ルミネセンス（triboluminescent
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）源、音ルミネセンス（sonoluminescent）源、放射ルミネセンス（radioluminescent）
源、及び発光ポリマー（luminescent polymers）を含む、様々な放射源のうちの任意の１
つ以上を指すと理解すべきである。
【００４３】
　［００４３］本明細書において用語「照明ドライバ」は、１つ以上の光源にある形式で
電力を供給し、光源を発光させる装置を指すために用いられる。特に、照明ドライバは第
１の形式の電力を受け取り（例えば、ＡＣ商用電源電力、固定ＤＣ電圧等）、駆動される
光源（例えば、ＬＥＤ光源）の要件に適合された第２の形式で電力を供給する。
【００４４】
　［００４４］本明細書において用語「照明モジュール」は、１つ以上の光源が実装され
る回路基板（例えば、印刷回路基板）、及び、センサ、電流源等の１つ以上の関連付けら
れた電子部品を備えるモジュールであって、照明ドライバに接続されるよう構成されたモ
ジュールを指すために用いられる。このような照明モジュールは照明器具、又は照明ドラ
イバが設けられ得るマザーボード内のスロットに接続され得る。本明細書において用語「
ＬＥＤモジュール」は、１つ以上のＬＥＤが実装された回路基板（例えば、印刷回路基板
）、及び、センサ、電流源等の１つ以上の関連付けられた電子部品を含み得るモジュール
であって、照明ドライバに接続されるよう構成されたモジュールを指すために用いられる
。このような照明モジュールは、照明器具、又は照明ドライバが設けられ得るマザーボー
ド内のスロットに接続され得る。
【００４５】
　［００４５］本明細書において用語「照明ユニット」は、同じ又は異なる種類の１つ以
上の光源を含む装置を指すために用いられる。所与の照明ユニットは、様々な光源の取り
付け方法、筐体／ハウジング構成及び形状、並びに／又は電気的及び機械的接続構成のう
ちの任意の１つを有し得る。また、所与の照明ユニットは任意で、光源の動作に関連する
様々な他の部品（例えば、制御回路、照明ドライバ）に関連付けられてもよい（例えば、
含む、結合される、及び／又はともにパッケージングされる）。「ＬＥＤベース照明ユニ
ット」は、上記のような１つ以上のＬＥＤベース光源を単独で、又は他の非ＬＥＤベース
光源と組み合わせて含む照明ユニットを指す。
【００４６】
　［００４６］本明細書において用語「照明器具」は、特定のフォームファクタ、アセン
ブリ、又はパッケージの１つ以上の照明ユニットの実装又は構成であって、他の部品と関
連付けられ得る（例えば、含む、結合される、及び／又はともにパッケージングされる）
照明ユニットの実装又は構成を指すために用いられる。
【００４７】
　［００４７］本明細書において用語「コントローラ」は、一般的に１つ以上の光源の動
作に関連する様々な装置を表すために用いられる。コントローラは、本明細書で論じられ
る様々な機能を実行するために、多数の方法で実装され得る（例えば、専用ハードウェア
によって等）。「プロセッサ」は、本明細書で論じられる様々な機能を実行するためにソ
フトウェア（例えば、マイクロコード）を用いてプログラミングされ得る１つ以上のマイ
クロプロセッサを使用するコントローラの一例である。コントローラはプロセッサを用い
て又は用いずに実装されてもよく、また、一部の機能を実行する専用ハードウェアと他の
機能を実行するプロセッサ（例えば、１つ以上のプログラミングされたマイクロプロセッ
サ及び関連付けられた回路）との組み合わせとして実装されてもよい。本開示の様々な実
施形態において使用され得るコントローラ部品の例は、限定はされないが、従来のマイク
ロプロセッサ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ：application specific integrated ci
rcuit）、及びＦＰＧＡ（field-programmable gate array）を含む。
【００４８】
　［００４８］要素が他の要素と「接続」又は「結合」されていると言及される場合、要
素が他の要素に直接接続又は結合されてもよいし、介在する要素が存在してもよい。対照
的に、要素が他の要素と「直接接続」又は「直接結合」されていると言及される場合、介



(12) JP 6479477 B2 2019.3.6

10

20

30

40

50

在する要素は存在しない。
【００４９】
　［００４９］特許出願人が自身の辞書編集者（lexicographer）であり得るという理解
に従い、本明細書において使用される「２線式接続」は厳密に２つの電線又は端子を使用
する接続として明確に定義される。本明細書及び特許請求の範囲の意味内で使用される「
２線式接続」は、３つ（以上の）電線を使用する接続を明らかに含まない。
【００５０】
　［００５０］上記概念及び下記でより詳細に論じられる組み合わせの全てが（かかる概
念が互いに相反しないことを条件に）、本明細書が開示する発明的主題の一部であると考
えらえると理解すべきである。特に、本開示の末尾に存在する請求される主題の組み合わ
せの全てが、本明細書が開示する発明的主題の一部であると考えられる。また、本明細書
において明確に使用される用語であって、参照によって組み込まれるいずれかの文献にも
現れ得るものは、本明細書に開示される特定の概念に最も調和する意味を与えられるべき
である。
【図面の簡単な説明】
【００５１】
　［００５１］図面において、類似する参照符号は通常異なる図を通して同じ部品又は部
分を指す。また、図面は必ずしも縮尺通りではなく、通常、本発明の原理を説明すること
に重点が置かれる。
【００５２】
【図１】［００５２］図１は、従来の照明制御システムの配線図である。
【図２】［００５３］図２は、他の従来の照明制御システムの配線図である。
【図３】［００５４］図３は、本発明に係る、中性線を使用しないコントローラを有する
照明制御システムの一実施形態の配線図である。
【図４】［００５５］図４は、本発明に係る、中性線を使用しないコントローラを有する
照明制御システムの第２の実施形態の配線図である。
【図５】［００５６］図５は、本発明に係る、中性線を使用しないコントローラを有する
照明制御システムの第３の実施形態の配線図である。
【図６】［００５７］図６は、本発明に係る、中性線を使用しないコントローラを有する
照明制御システムの第４の実施形態の配線図である。
【発明を実施するための形態】
【００５３】
　［００５８］上記したように、負荷に選択的に電力を供給するためのコントローラは、
多くの場合、コントローラ及び負荷に給電する外部電源のただ１つの電力端子へのただ１
つの電線又は接続が利用可能な位置に取り付けられている（すなわち、中性線が供給され
ていない）。これらの設備では、コントローラから外部電源への復路は負荷自体を介する
以外に存在しない。したがって、コントローラがＯＦＦ状態で、負荷が無効であるときに
コントローラに電流復路を提供する必要がある。
【００５４】
　［００５９］したがって、出願人は、コントローラがＯＦＦ状態にあり負荷を無効化す
るとき、コントローラの出力端子と外部電源の第２の電力端子との間にバイパス電流経路
を設けることが有益であることを認識及び理解した。また、コントローラがＯＮ状態で負
荷に給電するとき、コントローラの出力端子と外部電源の第２の電力端子との間のバイパ
ス電流経路を切断又は無効化することが有益であろう。これは、コントローラがＯＮ状態
で負荷に給電しているときのバイパス電流経路内での無駄な電力消費を防止し得る。
【００５５】
　［００６０］上記に照らして、本発明の多様な実施形態及び実装形態は、コントローラ
がＯＦＦ状態で負荷を無効にしているときにコントローラの出力端子と外部電源の第２の
電力端子との間にバイパス電流経路を提供できる、コントローラの出力端子に接続され得
る分流器デバイスを対象とする。他の実施形態及び実装形態は、このような分流器デバイ
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スを含む照明制御装置を対象とする。他の実施形態及び実装形態は、コントローラがＯＦ
Ｆ状態で負荷を無効にしているとき、コントローラの出力端子と外部電源の第２の電力端
子との間のバイパス電流経路を有効化し、コントローラがＯＮ状態で負荷に給電している
とき、コントローラの出力端子と外部電源の第２の電力端子との間のバイパス電流経路を
切断又は無効化する方法を対象とする。
【００５６】
　［００６１］図３は、中性線を使用しないコントローラ３３０を有する照明制御システ
ム３００の一実施形態の機能ブロック図である。システム３００は負荷３２０、コントロ
ーラ３３０、及び分流器デバイス３４０を含む。
【００５７】
　［００６２］負荷３２０は、１つ以上の照明ユニット及び／又は（例えば、室内ファン
用の）モータを含み得る。各照明ユニットは、照明ドライバと、白熱灯、蛍光灯（小型蛍
光電球）、１つ以上の発光ダイオード（ＬＥＤ）等の１つ以上の光源とを含み得る。負荷
３２０は更にバラストを有しても有さなくてもよい。負荷３２０は第２の負荷端子３２２
及び第２の負荷端子３２４を有し、第１及び第２の端子３２２及び３２４間で負荷電圧を
受けるよう構成され、更に第１及び第２の負荷端子３２２及び３２４間を電流が流れるよ
う構成される。
【００５８】
　［００６３］コントローラ３３０は、第１の電力端子３１０と第２の電力端子（例えば
、中性端子）３１２との間でＡＣ電圧を出力する外部電源３０５（例えばＡＣ商用電源）
の第１の電力端子３１０に電線（例えば黒線）を介して接続される単一の入力端子３３２
を有する。安全上の理由から、コントローラ３３０にも負荷３２０にも電力を一切供給し
ない、アースに接続されたアース線（図示無し）を更に供給してもよい。コントローラ３
３０は更に、負荷３２０の第１の負荷端子３２２に電線（例えば、赤線）によって接続さ
れる単一の出力端子３３４を有する。負荷３２０の第２の負荷端子３２４は、電線（例え
ば、白線であり得る中性線）によって外部電源３０５の第２の（例えば、中性）電力端子
３１２に接続されている。
【００５９】
　［００６４］照明制御システム３００の一部の実施形態において、コントローラ３３０
はジャンクションボックス又は建物の壁内に取り付けられてもよく、負荷３２０から離れ
た位置（例えば、１～数フィートの距離）に配置されてもよい。一部の実施形態では、外
部電源３０５の第２の（例えば、中性）電力端子３１２への接続はコントローラ３３０が
取り付け又は配置されている位置に供給されていない又はかかる位置で利用できず、第１
の電力端子３１０への接続のみが利用可能である（例えば、いわゆる「ホット」ワイヤー
を介して）。一部の実施形態では、分流器デバイス３４０は負荷３２０とともに同位置に
配置されてもよい。一部の実施形態では、分流器デバイス３４０は照明器具内に設けられ
てもよく、又は負荷３２０を含む照明デバイスとともに収容されてもよい。
【００６０】
　［００６５］一部の実施形態では、コントローラ３３０は、（例えば、ユーザが調整で
きるコントローラ３３０の調光ノブ又はスライドコントロールの設定であり得る）調光信
号に応じて負荷３２０に供給される電力の量を調整するための調光回路を含む電子コント
ローラである。一部の実施形態では、コントローラ３３０は、負荷３２０に供給される電
力の量を制御するためのコントローラ３３０用のデータ及び／又はコマンドを含む無線信
号を受信するよう構成された無線受信機を含む。
【００６１】
　［００６６］分流器デバイス３４０はコントローラ３３０の出力端子３３４に接続され
、また電線（例えば、白線であり得る中性線）を介して外部電源３０５の第２の（例えば
、中性）端子３１２に接続されている。分流器デバイス３４０は、ブリーダ回路３４２、
及び、スイッチ３４４とスイッチコントロール３４６とを含むスイッチング装置を含む。
一部の実施形態では、ブリーダ回路３４２は抵抗器、例えば１ｋΩ抵抗器からなり得る。
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一部の実施形態では、スイッチ３４４はトランジスタスイッチ、例えば電界効果トランジ
スタ（ＦＥＴ：field effect transistor）、特にＭＯＳＦＥＴ（metal oxide semicondu
ctor field effect transistor）を含み得る。有益には、一部の実施形態では、スイッチ
３４４はスイッチングタイムが１０ｍｓ未満になるよう構成される。
【００６２】
　［００６７］電子コントローラ３３０は、選択的に負荷３２０に給電及び負荷３２０を
無効化するよう負荷電圧及び負荷電流の少なくとも一方を制御するよう動作的に構成され
る。上記したように、コントローラ３３０は、（例えば、ユーザがノブ又はスライダーを
操作することによる）調光入力に応じて、又は無線制御信号等に応じて、負荷電圧及び／
又は負荷電流を制御し得る。
【００６３】
　［００６８］スイッチコントロール３４６は、電子コントローラ３３０がＯＦＦ状態に
あり負荷３２０を無効化しているときを判定するよう構成される。スイッチコントロール
３４６が電子コントローラ３３０がＯＦＦ状態にあり負荷３２０を無効化していると判定
する場合、スイッチング装置、特にスイッチ３４４が電子コントローラ３３０の出力端子
３３４と外部電源３０５の第２の電力（例えば、中性）端子３１２との間にブリーダ回路
３４２を接続し、電子コントローラ３３０の出力端子３３４と外部電源３０５の第２の電
力（例えば、中性）端子３１２との間にリーク電流経路を提供し得る。また、有益には、
スイッチコントロール３４６が、電子コントローラ３３０がＯＮ状態にあり負荷３２０に
給電していると判定する場合、スイッチング装置、特にスイッチ３４４は、電子コントロ
ーラ３３０の出力端子３３４と外部電源３０５の第２の電力（例えば、中性）端子３１２
との間からブリーダ回路３４２を切断するよう構成される。一部の実施形態では、電子コ
ントローラ３３０がＯＮ状態に切り替わると、スイッチ３４４が直ちにＯＦＦにされ、ブ
リーダ回路３４２を含む経路を切断し得る。しかし、一部の負荷３２０内の一部の照明ド
ライバは、照明を点火するためにいくらかの時間（例えば、１００ｍｓ）を要するため、
初期ＯＮ段階中に電子コントローラ３３０の適切な動作を維持するのに十分な電流を引き
出せない可能性がある。したがって、一部の実施形態では、負荷３２０が完全に導通し、
コントローラ３３０のために十分な電流を引き出せるようになるまで、スイッチ３４４は
短い遅延の後に切断されてもよい。
【００６４】
　［００６９］図４は、中性線を使用しないコントローラを有する照明制御システム４０
０の第２の実施形態の機能ブロック図である。分流器デバイス４４０が分流器デバイス３
４０を置き換える点を除き、照明制御システム４００は照明制御システム３００と同じで
ある。分流器デバイス４４０は分流器デバイス３４０の一実施形態であり得る。
【００６５】
　［００７０］照明制御システム３００と同様に、照明制御システム４００の一部の実施
形態では、コントローラ３３０はジャンクションボックス又は建物の壁内に取り付けられ
てもよく、負荷３２０から離れた位置（例えば、１～数フィートの距離）に配置されても
よい。一部の実施形態では、外部電源３０５の第２の（例えば、中性）電力端子３１２へ
の接続はコントローラ３３０が取り付けられている又は配置されている位置に供給されて
いない又はかかる位置において利用できず、第１の電力端子３１０への接続のみが利用可
能である（例えばいわゆる「ホット」ワイヤーを介して）。一部の実施形態では、分流器
デバイス４４０は負荷３２０とともに同位置に配置されてもよい。一部の実施形態では、
分流器デバイス４４０は照明器具の内部に設けられてもよく、又は負荷３２０を含む照明
デバイスとともに収容されてもよい。
【００６６】
　［００７１］分流器デバイス４４０はコントローラ３３０の出力端子３３４に接続され
、また外部電源３０５の第２の（例えば、中性）端子３１２に電線（例えば、白線であり
得る中性線）を介して接続されている。分流器デバイス４４０は更に、負荷３２０の負荷
端子３２２及び３２４間に接続されている。分流器デバイス４４０は、ブリーダ回路４４
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２、及び、スイッチ４４４と電圧測定デバイス（例えば、オペアンプ）４４６とを含むス
イッチング装置を含む。一部の実施形態では、ブリーダ回路４４２は抵抗器、例えば１ｋ
Ω抵抗器からなり得る。一部の実施形態では、スイッチ４４４はトランジスタスイッチ、
例えば電界効果トランジスタ（ＦＥＴ）、特にＭＯＳＦＥＴを含み得る。有益には、一部
の実施形態では、スイッチ４４４はスイッチングタイムが１０ｍｓ未満になるよう構成さ
れる。
【００６７】
　［００７２］分流器デバイス４４０は、電子コントローラ３３０がＯＦＦ状態にあり負
荷３２０を無効化しているときを判定するよう動作的に構成される。例えば、分流器デバ
イス４４０は、負荷３２０にかかる負荷電圧が最小調光電圧未満である場合に電子コント
ローラ３３０がＯＦＦ状態にあると判定してもよい。スイッチコントロール３４４が電子
コントロール３３０がＯＦＦ状態にあり、負荷３２０を無効化していると判定する場合、
スイッチング装置、特にスイッチ４４４が電子コントローラ３３０の出力端子３２４と外
部電源３０５の第２の電力（例えば、中性）端子３１２との間にブリーダ回路４４２を接
続して、電子コントローラ３３０の出力端子と外部電源３０５の第２の電力（例えば、中
性）端子３１２との間にリーク電流経路を提供してもよい。また、有益には、分流器デバ
イス４４０が電子コントローラ３３０がＯＮ状態にあり負荷３２０に給電していると判定
する場合、スイッチング装置、特にスイッチ４４４は、電子コントローラ３３０の出力端
子３３４と外部電源３０５の第２の電力（例えば、中性）端子３１２との間でブリーダ回
路４４２を切断するよう構成される。
【００６８】
　［００７３］より具体的には、コントローラ３３０がＯＦＦ状態にある場合、負荷３２
０の負荷３２２と３２４との間の負荷電圧はゼロであると予想されるが、ループを流れる
リーク電流により負荷電圧は振動し得り、特定の時点で外部電源３０５の入力電圧の１０
０％程度までチャージされ得る。しかし、電力は非常に限られているので、負荷電圧が特
定の閾値、例えば外部電源３０５からの入力電圧の５０％（例えば、５６Ｖ）までチャー
ジされた瞬間に負荷３２０間のブリーダ回路４４２をスイッチ４４４が接続すると、リー
ク電圧は大幅に下がり、再び入力電圧の１００％までチャージされることはない。よって
、このようにすることで、分流器デバイス４４０は、コントローラ３３０がＯＦＦ状態に
あるときに負荷電圧を低レベルに保ち、意図しない負荷３２０の起動を防ぐことができ、
更に、コントローラ３３０により多くのリーク電流を流すことができ、コントローラ３３
０のより高い電力消費をサポートする。
【００６９】
　［００７４］コントローラ３３０がＯＮ状態にある場合、分流器デバイス４４０は、初
めは負荷電圧が閾値、例えば外部電源３０５からの入力電圧の５０％（例えば、５６Ｖ）
未満に下がる瞬間に電力を分散して負荷電圧を下げようとするが、この電圧はコントロー
ラ３３０がＯＦＦ状態にある場合のようにリーク電流によって生じるものではないので、
負荷電圧は引き下げられず、上昇を続ける。電圧が高閾値、例えば外部電源３０５からの
入力電圧の７０％に到達して超えると、分流器デバイス４４０はコントローラがＯＮ状態
にあると認識し、スイッチ４４４を介してブリーダ回路４４２を不活性化又は切断し、電
力の分散を止める。その後、有効化された負荷３２０はコントローラ３３０に電流を流し
て給電する。
【００７０】
　［００７５］図５は、中性線を使用しないコントローラを有する照明制御システムの第
３の実施形態の機能ブロック図である。分流器デバイス５４０が分流器デバイス３４０を
置き換える点を除き、照明制御システムは照明制御システム３００と同じである。分流器
デバイス５４０は分流器デバイス３４０の一実施形態であり得る。
【００７１】
　［００７６］照明制御システム３００と同様に、照明制御システム５００の一部の実施
形態では、コントローラ３３０はジャンクションボックス又は建物の壁内に取り付けられ
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得り、負荷３２０から離れた位置（例えば、１～数フィートの距離）に配置され得る。一
部の実施形態では、外部電源３０５の第２の（例えば、中性）電力端子３１２への接続は
コントローラ３３０が取り付けられている又は配置されている位置に供給されていない又
はかかる位置で利用できず、第１の電力端子３１０への接続のみが（例えば、いわゆる「
ホット」ワイヤーを介して）利用可能である。一部の実施形態では、分流器デバイス５４
０は負荷３２０とともに同位置に配置されてもよい。一部の実施形態では、分流器デバイ
ス５４０は照明器具の内部に設けられてもよく、又は負荷３２０を含む照明デバイスとと
もに収容されてもよい。
【００７２】
　［００７７］分流器デバイス５４０はコントローラ３３０の出力端子３３４に接続され
、また外部電源３０５の第２の（例えば、中性）端子３１２に電線（例えば、白線であり
得る中性線）を介して接続されている。分流器デバイス５４０は更に負荷３２０の第２の
負荷端子３２４に接続されている。分流器デバイス５４０はブリーダ回路５４２、及び、
スイッチ５４４と電流測定デバイス５４６とを含むスイッチング装置を含む。一部の実施
形態では、ブリーダ回路５４２は抵抗器、例えば１ｋΩ抵抗器からなり得る。一部の実施
形態では、スイッチ５４４はトランジスタスイッチ、例えば電流効果トランジスタ（ＦＥ
Ｔ）、特にＭＯＳＦＥＴを含み得る。有益には、一部の実施形態ではスイッチ５４４はス
イッチングタイムが１０ｍｓ未満になるよう構成される。
【００７３】
　［００７８］分流器デバイス５４０は、電子コントローラ３３０がＯＦＦ状態にあり、
負荷３２０を無効化しているときを判定するよう動作的に構成される。分流器デバイス５
４０は電子コントローラ３３０がＯＦＦ状態にあり負荷３２０を無効化していると判定す
ると、スイッチング装置、特にスイッチ５４４が電子コントローラ３３０の出力端子３３
４と外部電源３０４の第２の電力（例えば、中性）端子３１２との間にブリーダ回路５４
２を接続し、電子コントローラ３３０の出力端子３３４と外部電源３０５の第２の電力（
例えば、中性）端子４１２との間にリーク電流経路を提供し得る。また、有益には、分流
器デバイス５４０は電子コントローラ３３０がＯＮ状態にあり負荷３２０に給電している
と判定すると、スイッチング装置、特にスイッチ５４４は、電子コントローラ３３０の出
力端子と外部電源３０５の第２の電力（例えば、中性）端子３１２との間からブリーダ回
路５４２を切断するよう構成される。
【００７４】
　［００７９］一部の実施形態では、電流測定デバイス５４６は負荷電流を測定して閾値
電流と比較してもよく、負荷電流が閾値電流未満の場合、分流器デバイス５４０はコント
ローラ３３０がＯＦＦ状態にあると判定してもよく、スイッチ５４４を制御して電子コン
トローラ３３０の出力端子３３４と外部電源３０５の第２の電力（例えば、中性）端子３
１２との間にブリーダ回路５４２を接続し、電子コントローラ３３０の出力端子３３４と
外部電源３０５の第２の電力（例えば、中性）端子３１２との間にリーク電流経路を提供
してもよい。一部の実施形態では、分流器デバイス５４０は負荷電流が閾値電流より大き
い場合、コントローラ３３０がＯＮ状態にあると判定してもよく、スイッチ５４４を制御
して電子コントローラ３３０の出力端子３３４と外部電源３０５の第２の電力（例えば、
中性）端子３１２との間からブリーダ回路５４２を切断してもよい。
【００７５】
　［００８０］照明制御システム５００では、第２の負荷端子３２４と、電線（例えば、
中性線又は白線）によって接続され得る外部電源３０５の第２の電力（例えば、中性）端
子との間に電流測定デバイス５４６が接続されている。
【００７６】
　［００８１］図６は、中性線を使用しないコントローラを有する照明制御システム６０
０の第４の実施形態の機能ブロック図である。照明制御システム６００と照明制御システ
ム５００との間の違いは、照明制御システム６００では、分流器デバイス５４０の電流測
定デバイス５４６が電子コントローラ３３０の出力端子３３４と負荷３２０の第１の負荷
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【００７７】
　［００８２］本明細書においていくつかの実施形態が記述及び図解されてきたが、当業
者は、本明細書に開示される機能を実行するための、及び／又は、結果及び／又は１つ以
上の利点を得るための様々な手段及び／又は構造を容易に考え付くであろう。かかる変形
例及び改変例のそれぞれが本明細書が開示する発明的実施形態の範囲内に含まれるとみな
される。より一般的には、当業者は、本明細書が開示する全てのパラメータ、寸法、材料
、及び構成が例示的であることを意図され、実際のパラメータ、寸法、材料、及び／又は
構成は、発明的教示が使用される特定の用途に依存することを容易に理解するであろう。
当業者は、通常の実験より多くを要することなく、本明細書が開示する特定の発明的実施
形態の多数の均等物を認識する又は確認できるであろう。したがって、上記実施形態はあ
くまで例として提示され、添付の特許請求の範囲及び均等物の範囲内において、具体的に
説明及び請求されている態様とは異なる態様で発明的実施形態を実施できると理解された
い。本開示の発明的実施形態は、本明細書に開示される各個別の特徴、システム、物品、
材料、キット、及び／又は方法を対象とする。また、かかる特徴、システム、物品、材料
、キット、及び／又は方法が互いに矛盾しない場合、かかる特徴、システム、物品、材料
、キット、及び／又は方法の２つ以上の任意の組み合わせは本開示の発明的範囲に含まれ
る。
【００７８】
　［００８３］本明細書で定義及び使用される全ての定義が、辞書の定義、参照によって
組み込まれる文献内の定義、及び／又は定義される用語の通常の意味を支配すると理解さ
れたい。
【００７９】
　［００８４］本明細書及び特許請求の範囲において、明らかに反して示されていない限
り、要素は「少なくとも１つの」要素を意味すると理解すべきである。
【００８０】
　［００８５］本明細書及び特許請求の範囲で使用される語句「及び／又は」は、結合さ
れている要素の「一方又は両方」、すなわち、ある場合には共同的に存在し、他の場合に
は分離して存在する要素を意味すると理解すべきである。「及び／又は」によって列挙さ
れる複数の要素も同様に解されるべきであり、すなわち、結合される要素の「１つ以上」
と解されるべきである。「及び／又は」の句によって具体的に特定される要素以外の要素
が任意で存在してもよく、具体的に特定される要素に関係しても無関係でもよい。
【００８１】
　［００８６］本明細書及び特許請求の範囲において、１つ以上の要素の列挙に関連する
語句「少なくとも１つ」は、要素の列挙内の任意の１つ以上の要素から選択される少なく
とも１つの要素を意味すると理解されるべきであり、必ずしも要素の列挙内に具体的に列
挙される全ての要素を少なくとも１つ含まず、要素の列挙内の要素のあらゆる組み合わせ
を除外しない。また、この定義は、語句「少なくとも１つ」が関連する要素の列挙内に具
体的に特定される要素以外の要素が任意で存在し得ることを許容し、具体的に特定される
要素に関係しても無関係でもよい。
【００８２】
　［００８７］また、明らかに反するよう示されない限り、１つ以上のステップ又は動作
を含むあらゆる請求される方法において、方法のステップ又は動作の順番は必ずしも方法
のステップ又は動作が列挙されている順番に限定されない。
【００８３】
　［００８８］また、請求項において括弧内に参照符号がある場合、それらは単に便宜上
設けられたものであり、特許請求の範囲を如何なる意味でも限定しないと解されるべきで
ある。
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